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ハング、ノレのタイプ別使用状況の研究

一韓国語教青の観点から-

O はじめは

fハングノレ」と誌、韓霞語の文字をさす言葉であるが、ハング/レ文字と震うのは正しい呼称、

ではない。本積では、ハング、ノレについて簡単に説明したうえで¥稿者が1989年に考策したハン

グルの分類方法� 1)に基づきながら、あれから四半世紀近く時を経た現設のハングノレの慌し

について社会および言語の使用状況の変化がハングルのタイプにどのような形態として現われ

てきているのかをハングノレのタイプ別立分けて詳しく調査を・分析し、韓国語教青に取り入れる

擦の有用性を考議することを間的とする。

まず、ハングノレについて簡略に説現すると、ハングルは、李氏朝鮮の第四伐の世京大王(1397 

~1450) が、 当時の学者逮(鄭鱗lfJl-:、成三問、 王手叔舟、朴義三年、接?豆、議き希顔、李士童、ヨド善老

ら)に命じて研究・考案させ、 1443年に創製、 3年後の 1446年に日)11民五音~ 2)の名で公布し

たものである。 悶 「民を導く正しい言葉j という意味であり、それ以前には民;正音』とは、11

国有の文字がなく中居から伝わった護学が用いられていた。当時知識皆殺・支配階級の強占物

であった護字に対して、一殺の民裁にも競み書きできる平明な闘有の文字を創り出そうとした

ものである。� t往来大王の没後は長い時五字としての漢字の前にハンクツレは俗字の地位にせんじ

てきた。� 19t設紀後半になって民族意識の高揚と共に、ハングルはしだいに韓関固有の文字とし

ての地イ立を確立していった，� 20註紀に入ると� f偉大な文字j という意味のハングルという呼称

も定着し、現主日常生活においては漢字を使用する機会はほとんどないと繋ってよいくらいで

ある。

創製当時のハングノレは、� 28個の字母(構成饗素)からできていた。現在ではそれより4個少な

くなり� 24個となっている。世宗大:Eが意関したように、非常に覚えやすく、審きやすく、また

読みやすい文字体系である，� 2""""7彊の字母が組み合わされて1簡のハングノレができるのであるが、

その絡み合わせ方も非嘗iこ鞍黙としている。整黙としているので分析の必要はないと感じられ

るためか、講者の知る限り、ハンクツレの構成に関して徹底した記述はあまりなされていないよ

うである。

1.ハングノレの構成

額々のハングルは、次iこ示す母音字母101罷と子音字母14{題、合計わずか24留の字母の組み合

わせで構成されている。

母音字母(10欄)� 

W 1 
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守亡者字母(141悶)

母音字母10鱒のうち干、仁ム、� γ、一、� lの61擦を基本字母ど呼ぶ。残るに寺、品、lT

の4つは、基本字母の最初の� 4つにそれぞれ一酉ずつ加えて作られているので、派生字母ど呼

ぶことiこする。� 141舗の子音字fまでは、寸、� L 、口、入、� Oの5値が基本である。これらの字母

辻~意的 iこ選ばれたものではない。寸辻、軟口瀧音/klを鵠資する際;こ後者菌が盛り上がって軟

口蓋に接する形状を表し、」は/ぉ/を調音すると� i学者端が上歯lこ接する接子役模したものである。

ロは、口形告とがし、人は、韓並びをかたどり� /s/が歯音であるという認識に基づくものである。� 

01ま喉を表しているの (当時は/0/が喉音であると考えられたようである)。

りの子音字母はすべて、錦皆上関係の深い基本字母を変形させ派金約に作られたものであ

る。

司� 1 -司� 

L ・℃二 己、� E

ロ ー一歩� M 、エ工

メ、 ω~ ス� A 

O ・でF

うち難審{帯気音)を基本音舗とするもの会議音字母と時ぶことにし、残りの字

母を非撤皆字母と呼ぶことにする。非灘音字母のうち「、じ、凶、スを平音字母と呼ぶことも

ある。

ハンクツレの構成を適切に詑述するためには、まず次のように� 3つの部分(ただし終声

的)ぷ分けて考えなければならない。

+仁空つ十

中子艇は文字の械となる部分であり母音字母で構成され、初声と終筒i立子音字母で構成される

は上記の10掴の単一母音字母の{也 iこ、単一字母そ 2~ 3{題懇み合わせた次のような楼

合母音字母が現われる。単一字母2個からなる複合字母を二重母音字母、� 31置からなるものを

と呼ぶことにする。

一重母音字母� (9個)は� H， ~，昔、 ~1 、 4午、.1-]、 τ号、寸1 、斗である。これらは、それぞれ

ト+I(防、ト今日~)、 ì + 1 (-11) 、 ~+I( =1l)、ム+ト(斗)、ム十日斗)、 T+ 守 (τ軒、 γ+1

(寸)、一φ1(斗)の複合である。 

(2鑓)はよHと刊、これはム十ト+1、了+守+1の組み合わせである。

したがって、中芦には単一母音字母10通り、二議母音字母� 9議IJ，-=義母音字母 2通り、合� 

l通りの可能性がある。

。口
円
，
山



よび終声と� t，t.る子資字母にも接合字母がある。これには同じ子資字母を� 2つ組

み合わせた問機複合学母〈濃背〈声門化管)を表すため謹音字母とも言う〉と異なる字母の組

み合わせからなる異種警合字母とがある。� 3)
、。

照謹護合子音字母� (51個)

集寵接合ミ子畜字母(11個)

単一子音字母141個はすべて初声の位置にも終声の位置にも現われ得るけれども、複合字母に

ついてはかなり制約がある。初予討に辻異種接合字母は現われないし、終戸には!司種接合子音字

母のうち守1とふが現われるだけで、夜、出、玖は現われないa また、ハングル構成において終声

は陣意的であるが、初声は必諺的重要素である。音声上子音で始まらない文字の場合にも初声が

音声的にゼロであることを示すために� O会用いる。つまり、字母� Oは初予憶となる場合と終予おと

なる場合とでは普姉が集記る。したがって、和声の可能性は単一子音字母14通り、関種護合子� 

5通りめ合計19i扇りであり、…方、終予誌の可能性は単一子音字母14通り、同種接合子昔

字母� 2通り、異犠譲合予審字母11i語り及び終声金持たない場合� 1i議りの合計28通ちとなる。

以上を総合すると、論理的に可能なハングルの鱒数は� 

19 x 21 x 28 = 11，172 (溜り)

となる。しかしながら、実際に辻それだけの数は存在しなし、。鈎えば、ハングノレの解説のため

にま切表〈カギャ表)� 4) がよく用いられるc これは中間語の音韻記述合踏襲した{云統的な方

法であるが、ハングノレ字母会説明する上では有効で、あるものの、ハングル自体の説明としては

極めて不十分である。反切表{カギャ表)� Iこは、� 140文字しか疫われていないが、� E午、丘、珠、

司など実際には使われない文字をいくつか含んで、いるし、また、提造二時、外関語、発音の

どにしか用いられない特殊なものが多く含まれているからである。ウォン・クザアンホ著� 

(1986)の� ['01~定時管否。i ヰ〈これがハングルだ)~辻、 1831文字そ捷靖容れるものとして挙げ

ていて、そこではロ+，の被合字母も終声として可能であるとしているが、現代韓盟諸で辻干

の接合終芦は使われていないので、本務の考察からはj徐外した。� 

2. ハングノレのタイプ

すでに拙稿「ハング?ルについて ーその構成と機能~J (1989)では、ハング、ルの母音字母� 

10翻と子音字母14{1闘の24儲の字母がどのように組み合わされているかという観点、からハングル� 
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構成タイプを区分し、ハング、/レを30のタイプに分けることができることを明らかにしている。

ハングノレのタイプ� 

[1] [2] [3] [5] 

日日� 
[4]

ト目巴I 
アト人1r:i ご己ユ♀ 叫斗lオl 斗司会l 司J 平~l j[~ 

[6] 

E 
[7] [8] [9]

「耐tE 
 凸|�  [10] 

丹司Eヨヰ� 刈l対'-'s三削子叫 升l杭� 

[11] 1:< .1 

{}<2f~ 

問凹� 

[12] 

[17] 

ー� 
[13] 

王1Eコ..!ノL、三2-

田
[18] 

1
[14] 

司事ltl! 

L円
[19] 

!r..> 1 

ヨ望号主君

[15] 

[20] 

有里� 2受号』

自� 
44昔型一 安警官 哲叫守1 モ聖母~ 王自叫~

向日� [22] 

EA
[23] 

E 
[24] 

ト一一一� 

[25] 

日
O1ZL E11』すニ 0人人1 言ピラ吉 すu了 王，王、� L人人11 升ノAヘl λノJ日、 芳、敷設 翌fヲ31戎� 

[26] 

日
[27] 

有明� 2昔
三

[28] 

ユEユis~主I主I ノE仏P 

山� 
[29] 

酬λ人 凶メゾ1、柑ノ入人

日
[30] 

号、景ヲま

日
域型f翌f

本論の次頁� 13. ハングノレの分布」以降で使用する便宜上、ここで改めて記載しておくこ� 
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に、横繭の長いム、ムL、γ、1f、ーであれば初声の下に書くことになっている。

重中戸の場合も配列棟式は� 2通りに分かれる。}，� F、� 4、� 4と!の禎合 t~ 

は初声の布に横に並べて書き、ム、� γ、ーとト、� 4、� 1の組み合わせの場合lこ� 

1要素は初予討の下に、第� 2要素はその右に欝く。最後iこ、三重中声では第� 1 iま

初声の下iこ、第� 2、第� 3要素はその容に績に艶列される。

したがって、単一初声と中芦からなるハングノレの講戎タイプを ると、

[l]~出のタ イプとなる{し、ずれも譲りつぶし部分が中声である〉。

ものが、その後の� [6J'"日記の Sつのタイプである。

声の下iニ審くことになっている。し たがって、江]"'[10]の各々

けると� [11]"'[20Jの10個のタイプができる。� 

ととする。

初声、中戸、終持を構成する字母の額数と配列に主主づきハングルを類却してみると、

次の頁の30タイプじ分けることができる。中声の統持議主主は、まず単ー

からなる場合、その母音字母が縦酉の長し斗、 手、う、寺、� lであれば、

そして、最後にその終声を複合終声に変え られるのが� [21]"， [30Jの10通りの� 

タイプである。� 5)

3.ハングルの分布

ハングんのタイプは以上の30通りであるが、それぞれのタイプがみな…鎮の頻度で用いられ

ているわけではない。以下、実際の護用頻授の介容を様々な翠点から検討してみよう。本議で

ピョンフ著、出盟社:ナムセンガ夕、年殺、キム(2012jl叶(君)� [" ，は、次のテキスr-

pp. 132~148) 令考察、分析の対象にすることにした。このテキストから、約5000文字分{正確

には5098文学)の文を抜粋して分析の資料とした。この表� 1でLP欄の数値は論理的に可能な

文字の倒数告示すものである。

表 ハングノレのタイプ部分布� 

LP I異なり{偶数� LP 異なり偶数

(弘) 〈発) (話〉 

140 (14.29) 910 12 (1.32) 
86 (8.78) 910 o (0.00) 
8 (1.02) 728 (0.14) 
14 (1.43) 910 1 (0.11) 
O (0.00) 364 o (0.00) 
6 (1.71) 325 l (0.3 1) 
3 (0.86) 325 l (0.3 1) 
O (0.00) 260 o (0.00) 
O (0.00) 325 o (0.00) 
G (0.00) 120 o (0.00) 
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lを一見して明らかなように、分布iこはかなりの偏りがある。� LP欄の数鑑の多いものから� 

5つのタイプを合計すると� 4760錦となり、これだけで、全体の42.61弘を点めることになる。ま

た、上位� 6つ吟タイプを合計すると� 5670値となり、こ札だけで全体の50.75%を占める怨単組に論

理的lこ予撰される� LP横の数1i:だけから見れば、タイプ[11J 、 [12~ 、 [14J 、 [2 1]、 [22J 、 [24J の

!棋に多いけれども、 LP捕の数値と異なり舗数との比較で考えると、タイプ[I� ~[I O] については

論理的に可能な文字が高い割合で便われ搾るのに支ざして、タイプ=l1J~[20]では数分の一、タイ� 

~[30J では数十分のーしか実際に用いられていない。 

2 rL::j (君)~のハング、ノレ構成要紫男IJ分布

初 でF公q営 中 子縁 終 持� j頃!
!字母 奥なり髄数 字母 異なり個数 字母 異なり{陸数 {立

(延べ錨数)稼働率 (延べ個数)稜働率 〈延べ個数)稼働率� 

O 59(1275) 10刀3% ト� 75(221) 14.109も 必� 140(2757) 35.099も

寸� 40 (682) 6β0% 53 (774) 9.96% L 67 (889) 16.799も� 2 
;メ、 36 (414) 6.12% 51 (510) 9.59% 己� 48 (439) 12.03% 3 

ス� 35 (379) 5.95% ーL 42 (430) 7.89% 寸� 41 (171) 10.28% 4 

ぢ� 33 (391) 5.61% 40 (711) 7.52% O 33 (404) 8.27% S 

j ロ� 30 (244) 5.10% γ 37 (268) 6.95% ℃ゴ� 23 (1l1) 5.76% 6 

30 (426) 5.10% 30 (229) 5.649も ノ、 17 (100) 4.26% 7 

アミ� 25 (88) 4.25% H 24 (222) 4.51% Eオ� 11 (43) 2.76% 8 

こ� 24 (490) 4.08% I-11 12 (180) 2.26% λ人� 5 (74) 2.26% 9 

L 22 (343) 3.74% J十� 10 (132) 1.88% ス� 5 (8) 1.25% 10 

日� 20 (154) 3.40% ムi 8 (65) 1.50%石� 3 (34) 0.75% 11 

をヨ 15 (55) 2.55% 寸� 6 (23) 1.13% 3 (14) 0.75% 12 

エエ 10 (68) 1.70% 6 (18) 1.139も ヱζ� 3 (5) 0.75% 13 

|巧 10 (21) 1.70% 4上� 5 (58) 0.949も� ii 3 (1お 0.75% 14 

il 10 (20) 1.70% 寸� P6)  0.94% 
巨� 2 (14) 0.50% 15 

Eζ 8 (66) 1.36% 1T (34) 0.94% 亡� 2 (8) 0.50% 16 i 

i1:113 2 (3) 0.34% 詰問� 0.38% 窓口� 2 (4) 0.50% 17 

M 2 (3) 0.34% (152) 0.19% 活人� 1 (22) 0.25% 18 

考式� 2 (3) 0.34% (0) 0.00% 己1 l (1) 0.25% !19 

寸i O (0) 0.00% フミ� O (0) 0.00% 20 

ム1 O (0) 0.00努 司� O (0) 0.009も� 21 

1人� G (0) 0.00% 22 

L;実� G (0) 0.00% 23 

該自� O (0) 0.00% 24 

己入� G {む) 0.00% 25 

ioE O (0) 0.00% 26 

気il O {む) 0.00% 27 

校o G (0) 0.00% 28 
L … 

このような偏りが生じる理由をもう少し詳しく検討してみよう。上の表� 2は、表� 1とi司

料、テキスト� W L::j (君) ，，~ Iこ関して、初声、中戸、終声の樽類毎iこそれを含む文字の斡数と稼� 
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換に示したもので)1こ対する潔際に住用される文字数的比)のi積率(%) (論理的以可能な文字数 

ある。これを見ると、摂声については非激脊字母、激青学母、濃青学母の!額に隊働率が高いc 中

関してはやはり単 基本学母の稼働率が高く、被合字母では刊と引が比較的よく用いられて

いる。初声とや声の場合の様積率は連続的に推移しているという印象な受けるのに対して、

の場合iこはかなり顕著主落差、断惑がある。つまり、第� 9般のみ人を境にしてその前後で隷犠率が

大きく異なっており、しかもその半数が穣犠率0.5%以下である。ハングル全体として論理的

能な文字の数分のーしか実際ι舟いられていないことはすでに述べたが、その最大の理由はこの� 

i互にあると思われる。第� 9{立のぷ以下の終声を単一字母の場合(人グループ)と接合字母の場合� 

(Bグループ)に分けて考えてみよう� c Aグノレー

からなり、� BグPルーフ。はhλを除く ブ共

される機会が全体的に少ないのであるが、 のはこれらの終声が篠合中声と組

み合わされる場合、議うならば、これら と非常に相性が悪いo Aクツレーブiこ関

しては、論理的に可能な場合が1463通り るのに対して、実際に文字として関いられているのは

次の� 3餌に議ぎない。� 

u~ 凶1 詰事
フミ� Zニ モ三

諒イ酷率にすればわずか0.205今らにすぎない3

さらに甚だしいのはBグループ。の場合である。 に可能な場合が2508通りあるの して、

として舟いられているの辻、� 1倒もないのである。つまり、メλの場合を除けば、護合

の組み合わせはないと考えてよい。ん人が接合学母であるのに終予言としての稼{働率

を表す文法要素λ入がJE審法上は終声として現われるとしづ特殊事1警によ

次東の表� 3はこの資料� rr 1-i(君) ~ ~こ襲われたハングルの鶴数をタイプ毎 iこ謁べた結果であ

る。点線心主主俄jの数字は異なりi頭数を、右側iの数字は延べ個数を表す窃下のT欄の数字は資料金

体の合計千とおすものである。� 

1.2c、J1のタイプのうち、終予殺を持たないタイプのうち[30を見ると、ハングノレ全体の3表� 

[3 J、[4Jが多用されていることがわかる。このテキストについて延べ個数のタイプ上枕� 6っと、

それが資料金捧に占める割合を示すと次のとおりである。

テキスト『 吋� ]J :[1 J - [11J - [12J [2 J ー� [4J 86.41% 

また、上位� 6伎のタイプ[3J めると、資料全体に占める割合が幻.84%となるのであるお

今度のこのテキストにおいて全く現れないハングノレタイプは、� [51.[10J、� [18=、

[19J、[2司、、�  [25J、[28J、[29J、[30Jの11議類のタイプが現われていない。� 

先に見たハングノレ全体では上長� Sタイプの合計が86.41%、上位 6つめタイプの合計が92.84%

であることからわかるように、いかに実際;こ用いられるハン 設られてし、るかが

にわかる。

に数の少ない培うについて述べれば、まず複合経声を持つタイプ、つまりタイプ[21]-[30J 

は総体的に少ない。しかもその大部分;玄関種複合字母ぷを務声とするものである。括都内の数字

は、 している。� 
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タイプヨlJ .(設住町、窓口2)、設� (2) 、規(1)、忍(1)、強(1)


タイ� [23J 強� (9)


タイ� [24J 吐� (2)


タイ� [26J 翌(1)


それ以外のタイプで複合終芦を持つ伊i ら挙げると次のとおりである。

タイ� :誤� (22) 、主主� (17) ‘ (1 5) 、愛 (3) 、~.J (1)、言(1)

タイ� [27J 習� (2)

接合終荷役持つ椀以外のタイプで個数の少ないものの例は次のとおりで、あった。

タイプ� [8J 司� (27)、柑 (2)、利11 (1)、刈(1) 

(3)、主(1)、� (1) 


タイプ_7J 民(1)、ヱエ(1)、王子(1)


タイプ� [9 判(1)


タイ� 

表� 3 テキスト!j'� L::J (君)jにおけるハングルタイ

タイプ タイプ。� 

50 1417 16 6 14 

2 38 603 17 3 5 

3 25 328 18 O O 

4 14 336 19 O O 

b O O 20 O O 
r 

S 5 38 21 12 :121 

7 3 3 22 O O 

8 4 31 23 l 9 

;I 19o iI 0i 
24 2 

O 25 O O 

11 140 1161 • 26 

12 86 888 27 2 

13 8 59 28 O O 

14 13 79 29 O O 

• 15 O O 30 O O 

T 388 4944 T 25 154 

ハングjレの異なり� 13~臨となっているが、資料の規護が 5098文字分と小さいため、 
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らは何かを推論することが難しいだろう� c 次に個々のハングノレについての頻度を検討

してみよう。署長4はこのテキスト資料について倍数の多い上{立30鯛告示したものである。� 

4 テ ト『 叶 (君)~のハング、ノレの分布 

11関イ立 文字 個数 順位 文字 個数 11関{立 文字 個数� 

1 。|� 226 11 そ]� 70 21 3ゑ� 56 

つ""' 叫 207 12 ヲヨ 68 22 rt! 54 

3 …1、ω叩醐ω 206 12 叶l 68 23 ..il 51 

4 タ{� 152 12 」LL- 68 24 バi 46 

6 叫� 124 15 。十 63 25 ヌi 
6 会� 96 15 コま 63 26 社� 

7 7十� 95 15 (電E 63 27 ユ� I42 

8 判� 94 18 三� 61 28 λ? 42 

I9 主篭5主2 84 19λト� 59 29 ♀; 41 

10 74 20 J斗� 57 30 母、斗� 40 

これを見ると、よく るハングルのタイプが隈られていることがわかる。これら

多用される ぢる。そのほとんど註文法的要素(の一部) ある O 

付1、思i士、助詞として多用される。特に興味深いことに、� 9.J 

152偶であり、この助詞斗においては、話し言葉(口

略することが多いが、話芸iきさ雪艇では頗繋iこ{吏われているからである。斗、七、� 

λ?などは変化語尾あるいはその一部としてよく用いられる。さらに01、ユ、刻、� λトな

あるいはその一部になる文学で、あり、。1、也、朴、号、� 91は厳密な意味で文法的要素ではない

それに準ずる最もよく使われる用雷叶叫{---である}、きトヰ{する}、� 91斗{ある、いる}の

幹あるいはその変化形である。こうした要素は、話題の違いによって使用頻度に蔑令生じなし

め、それを構成するハングノレは…慌に数が多いのである。そして、注告すべきことはこれちの

字は、ほとんどすべてが[1 L [立工 3J、[4J、[l1J、[12Jのどれかに麗しているというゆ

とである。これらのタイプに僚が集中するのiまこのためである。もちろんテキスト

れに応じて箆周される語襲、異なるから、本棋で清いたような規模の資料では、それがハン

の使F書類震に大きく影響するの昨慾黙である。伊i え l-f、テキストの中にさせ{人関〉、。1ヰ{~

である}、せ肴(務手}、コ議5五{騒ぎ芝)のような藷が頻出することによるだろう� c 

4. おわりに

キスト~ 1--1 (君)~を用いて実際の

使用額震の分布を様々な観点から まとめてみると、単純に論理上予測されるハ

ング、/レLP欄の数fiだけから見れば、タイ 口紅、[l4J、[21]、 [22]、[24Jの順に多いけ

れども、� LP欄の数f賓と異なり{関数との にはタイプ[1]---[10Jが高い割合で

使われ得るのに対して、タイプ[11]---[20Jで 、タイプ[21J---[30Jでは数十分のーしか

用いられていないことがわかっ

以上、ハングル全体のタイ

また、個別の文字については、多用される理由が、 のほとんどが文法的要素(の 部)を表

す文字であるということに関連している。例え川、 詞あるいはその部、

文法的要素ではないが、それiこ準ずる の変化形などこうした要素は、話題

の違いによって龍男頻度に差を� るハングノレは一様;こ数が多いのであ
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る。そして、注昌すべきことはこれらの文字は、誌とんどすべてが[1]、[2 '、[3 J、� 

[llJ、[12Jのどれかに集中し模しているということである。特iこ興味深いことに、

プは�  J)において段、話し雷葉(口語体)では、省略することが多いが、書き言言葉で辻頻繁に{を

われているので多J弔されていることが暁らかになっ

初予釘においては基本子音字母がよく植われ、中戸の場合においても単一母音字母と一

母のなかでは立と-11が多用され、終予設の場合にはかなり顕著な審差、断暑があるc 非激音字母、

数音字母、異謹綾合子音字母の!闘に使用劇震が大きい。また、第� 9位のノバを境にしてその前後で

稜働率が大きく異なっており、しかもその半数が稼{動率0.5%以下である。特に目立つのはこれら

の終声が複合中戸と組み合わされる場合、これらの終芦は複合中声と非常に相性が惑い。つまり、� 

Mの場合を除けば、複合中戸+接合終声の組み合わせはないと考えてよいだろう。ぷが穣合字母

であるのに終声としての諒働率が異常広高いの辻、過去を表す文法撃を素みえが正書法上は終戸とし

て現われるからであるととも明らかになった。

もちろんテキストが異なればそれに蕗じて使用される語棄も異なるから、ヌド落で朋いたテキス

トのようなノj、規槙の資料では、考察の結果はかなり躍られたものであることも認めざるそえない。

それがハングルの使照頻度に大きく影響するのは当然である。

しかしながら、これらの結果分折は、韓彊語教育;こ有用であること詰まちがし、ない。特に入門

の授業の際には、設に立っと思われる。通常、基木母音字母つまり単一母音字母、基木予審字母

のJI嬰iこ教えるが、これには時鵠告とかける必要があるように思われる。また、ここで皮切表の提示

が行なわれるのだが、それは省略し、タイプ[1 Jとタイプ[2 Jの語棄の読む譲習やノfッチムが

てくるタイプ[11Jとタイプ[1むの諾畿の練留に進むのが望ましいことがわかった。続いてタイプ� 

，[4]]，[3 [引のJI簡略で学習していくのだが、タイブ[5Jは、上述のように再と引な重点的に

ることが勧められる。接合母音字母� (11語、ニ重母者字母� (9倍)φ 三重母音字母(21'圏、

刈と刊))とパッチムが出てくるタイプ[1 3J、[14J、[15Jは省略しても構わないだろう。タイプ� 

のために特に時間をかけずに、それら会合む詩嚢が出てきた時に説明すれば十分であ[30]~1.][2 

ることが明らかになった。特iこ誌意する点は、ハングルのタイプにおいて資料全体に占める融合

が92.84%になるタイプC1L[2J、[3 J、[4 J、(l1J、[I2]1こ時詩をかけて藍点的に学習させる

ことで、それじより、より高い効果が上がることが予瀦されるのである。

本稽では、上述のようにテキストが� 1議類であったため、結果はかなり限られたものであるヤ

とは否めない。しかしながら、ハングルのタイプ男IJ鍍用状況さとさぐることは、韓国語教脊に大い

に資する分析手法であるから、多接なテキストを毘いた研究を今後の課題としたい。

テキスト棄料� 

U1--] Jl (2012年按)、キム ピ双ン ナムセンガク(出版社)、 pp132~148o

設� 

1 )恵 美愛(1989). ーその講成と機能…J、� rrハングノレについて 古語学論集J第S巻、

名� pp. 13~位。 
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